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社会に貢献する、地元に恩返しできる職種に出会えた！ 

多能工として現場で活躍。
いずれは一人前の重機オペレーターへ！ 

基礎を身に付け、
熱意を持って入社する
人材は本当に貴重！ 

訓練で培った経験を活かしながら、様々な企業・現場で奮闘する訓練修了生の方々。青木建設株式会社（高知県）に入社した訓練修

了生の中山さん・松田さんも、新たな環境の中で力を発揮しています。お二人をはじめ、その活躍を見守る皆様の声も伺いました。

　建設業に就くまで様々な仕事を経験し、前職は牧場で働いていた
中山さん。牧場の敷地内で重機に乗る機会があり、「こんな重機を
操ってみたい」と思っていた中、職業訓練で資格取得ができると知っ
たことが訓練受講のきっかけだった。「印象に残っているのは、車両系
の講習です。もともと重機を操りたかったということもあり、乗る機会
をたくさん設けていただけて楽しかったです。現在の業務に特に活か
されているのは、測量のカリキュラム。基礎的な内容でしたが、建設業
の知識が無かった私にとって非常に貴重な機会でした」。
　青木建設に入社後、初の現場となったのは地元・新荘川（しんじょ
うがわ）の浚渫工事。「図面の見方をはじめとして不慣れなことばかり
でしたが、わからないことはすぐに尋ねられる環境を整えていただけ
たので、これまで知らなかった様々なことを学ぶことができました。そ
の後に取り組んだのが、ボックスカルバート工事。測量は試行錯誤で
したが、先輩たちに丁寧にサポートしていただき、取り組むことがで
きました。一つの現場だけでなく、種類も規模も異なる様々な現場に
足を運んで測量を行っていくのも、常に新鮮な感覚で楽しいです」。現
在は3Dレーザースキャナーを駆使して測量を行うなど、現場でも貴
重な戦力として活躍。「災害現場の法面の吹付け工事にあたり、必要
となる現地データの取得などを任せていただきました。今後も任せて

　青木建設は高知県須崎市に根ざし、“技術で地域に貢献する
会社”を目標に、70年以上にわたって公共事業を主体とする総
合建設業を担っています。南海トラフ地震への対策なども踏ま
え、建設業は地域の守り手となる存在であると感じますが、近
年は建設業全体で人材不足が深刻化し、当社においても人材
を強く欲している状態です。しかし、知人のツテで入社された方
なども、建設業の知識が全く無かったり、業界への理解が薄い
方も多く、入社後にギャップを感じてなかなか定着に至らない
のが現状です。
　そうした中で中山さんや松田さんのように、訓練を経て基礎
を身に付け、モチベーションの高い状態で入社していただける
のは本当にありがたいこと。社員の皆さまの成長を支え、信頼
や知名度をさらに上げていただくことで、いっそう地域に貢献
できる企業になっていけると感じています。また、そうした活躍
を支えるべく、当社においても週休2日制の実施や夏場に向け
ての空調服の整備など、働き方や職場環境を考慮した仕組み
づくりを実施しています。今後も当社の力、地域の力となってい
ただける人材を採用し、暮らしに貢献する企業であり続けたい
と思います。訓練においても、よりいっそう土木工事に踏み込ん
だカリキュラムや実習などを組み込んでいただければ、私たち
としてもうれしい限りです。

　中山さんは建設業未経験からのスタートでしたが、入社し
て1年半が経った現在、レーザースキャナーの操作などICT分
野に長けた職人として現場でも頼りにされる、当社になくて
はならない存在となっています。後輩社員の指導を担当して
いる私の目から見ても、パソコンやCADの操作などの覚えも
早く、ご自宅でも自主的に練習されているのが見て取れます。
仕事にも非常に熱心ですね。後輩たちを指導する中で意識し
ているのは、新しい職場に身を置く人にとって“居やすい・働
きやすい環境”をいかにつくれるかということ。そのうえで順
を追って基礎を教え、技術を養っていただけることを意識して
います。教えていく中でも、中山さんは人の目を見てしっかり
と話を聞き、真剣に取り組んでくれているのがわかります。そ
の根本には、心からこの仕事が好きだという想いがあるよう
に思います。
　今後はICT関連に長けた存在として、そして施工管理業務
全般に活躍する人材として、現場の管理や書類作成などを進
めるとともに、地域の方々や発注者とコミュニケーションを取
り、様々な仕事を担っていく方になっていただけると期待して
います。

https://kensetsu-welcome.mhlw.go.jp

建設業　ウェルカム 検索

青木建設株式会社

中山 美幸さん
令和4年度訓練修了生

青木建設株式会社 代表取締役社長

江西 源明さん

訓練修了生の声

訓練修了生の声訓練修了生＆採用企業インタビュー
令和3・4年度の修了生も活躍！

厚生労働省  建設労働者育成支援事業

いただくことをさらにこなし、測量のスペシャリストを目指していきた
いです。あわせて施工管理を担うことで、責任者として自分の名前を
残していけたらうれしいです」。
　この仕事を経験するまでは『建設業＝建物をつくる仕事』という漠
然としたイメージだったという中山さん。実際に携わって感じたのは、
普段の暮らし・当たり前だと認識している生活も、建設業という仕事
が守り、維持しているということだ。「特に災害復旧の現場を通して、
建設業という仕事の意義を深く感じることができました。社会に貢献
する仕事であり、私自身も地元である高知県に恩返しをすることがで
きる仕事。そうした意義のある仕事を自分たちが担えるという気持ち
が、大きなやりがいにつながっています。私と同年代の方、同じ女性の
方などが、もっと建設業に増え、喜びや悩み、学びなども共有できた
ら素敵だなと思います。私の場合は“重機に乗りたい”という、ちょっと
したきっかけが訓練の受講につながり、今の仕事へとつながっていま
す。そうした小さな動機からでも、ぜひ訓練にチャレンジし、建設業に
飛び込んでみてほしいです」。休日には趣味のバイクでツーリングに
出かけることも。「土日の休みが確保され、自分の趣味を楽しむこと
ができています。働き方も今ならではの形に変化しているということ
を、ぜひ多くの方に知っていただきたいです！」

受講コース：
高知けんせつ技能者育成コース
資格取得／車両系建設機械運
転技能講習（整地・運搬・積込・
掘削）、車両系建設機械運転技
能講習（解体）、足場の組立て等
特別教育、フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育、玉掛け技
能講習、小型移動式クレーン運
転技能講習

採用企業の声

青木建設株式会社

松田 哲さん
令和３年度訓練修了生

今や、なくてはならない
存在。施工管理でも
さらなる活躍を期待！ 
青木建設株式会社
堀内 雅巳さん

　地元である高知県須崎市出身の松田さん。訓練前は鉄工所など、他の産業で働いていた経験がある。
「父が左官をしており、以前からものづくりに興味がありました。手に職をつけたいという想いもあり、資格
取得を視野に入れて訓練を受講しました」。現在は土木建設現場で、多能工として活躍。「実際に自分自身
が建設業で働き始めたことで、大変な仕事であることを身にしみ
て感じています（笑）。もちろんどのような現場においても困難な
場面はありますが、その分だけ仕事を無事に終えたときにはとて
も大きなやりがいを感じることができます」。
　休日は気分転換に出かけたりもするが、最近は小型のバック
ホーを借りて操作の練習をすることも多く、今後の目標である
「重機オペレーターとして一人前と認めてもらうこと」に向かって
日々励んでいる。「とにかく若い人が少ない業界。だからこそ、こ
こには自分を必要としてくださる方々がいます。訓練受講を検討
されている方にはぜひ積極的にチャレンジしてみてほしいです
し、同じ訓練修了生として、いっしょに頑張ってほしいと思いま
す！」とエールを送る。

訓練コースや応募方法の詳細はホームページまたは全国の
ハローワークで配布している広報誌「建設業ウェルカム」をご覧ください。
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も大きなやりがいを感じることができます」。
　休日は気分転換に出かけたりもするが、最近は小型のバック
ホーを借りて操作の練習をすることも多く、今後の目標である
「重機オペレーターとして一人前と認めてもらうこと」に向かって
日々励んでいる。「とにかく若い人が少ない業界。だからこそ、こ
こには自分を必要としてくださる方々がいます。訓練受講を検討
されている方にはぜひ積極的にチャレンジしてみてほしいです
し、同じ訓練修了生として、いっしょに頑張ってほしいと思いま
す！」とエールを送る。

訓練コースや応募方法の詳細はホームページまたは全国の
ハローワークで配布している広報誌「建設業ウェルカム」をご覧ください。
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　地域に貢献できる人材の育成を教育目

標とする同校。例年ほぼ半数の生徒が地

元を中心とする企業に就職するなど、地域

からも厚い期待と信頼を寄せられている。

「地域との密な連携は、本校になくてはな

らないもの。山梨県建設業協会のご紹介

により、第一線で活躍するプロフェッショ

ナルの仕事を間近で学べる現場見学会

などにも伺うことができています。また近

年は山梨県建築士会にもご協力をいただ

き、建築設計製図技能検定の採点やアド

バイス、成績優秀者の表彰などを行ってい

ただいています。建設会社や工務店といっ

た地元企業の皆様にもインターンシップ

の機会を設けていただくなど、地域の方々

に積極的にご協力をいただくことで、生徒

に豊富な学びの場を提供できています」。

　幅広い選択科目の中から生徒自身の興

味関心に応じて専門性を高めることがで

きる“総合学科高校”という形態も、同校の

特長。生徒が主体的に学び個性を伸ばせ

る環境として、建築デザイン系列をはじめ

とした6つの系列を設置している。

「生徒は1年次に『産業社会と人間』という

科目を通してすべての系列の実習・授業

を体験し、自分自身にマッチした系列を

見つけ出します。系列を選択後、1年次後

期からは各系列の専門科目の基礎を学

習し、知識・技術、人間力を養っていくとい

う流れです。さらに昨年度からは、建築デ

ザイン系列・電気情報系列・機械テクノロ

ジー系列を含めた“エンジニアゼロ”とい

うプログラムを開始しました。これは1年

次だけでなく、2年次・3年次においても系

列を横断して幅広く知識・技術を習得で

きるよう図ったもの。専門性を身につけつ

つ、3年間を通してより総合的な学びを促

進していく狙いがあります。異なる系列に

ついても相互理解を深めることが、将来的

に業種の垣根を越えて連携する仕事など

にもつながるものと思います」。

　森嶋先生が特に力を入れているのが、

ICTの授業への活用だ。

「1年次・２年次の生徒は全員パソコン端

末を持っており、それを活かしたグループ

ワークなどを行っています。情報共有やブ

レインストーミング、グループでの発表な

ども端末を用いて簡単に行えるようになっ

たので、教育の可能性は大きく広がって

いると感じています。もちろん直接的な対

話、体験的な学びによって理解が深まる部

分もあるため、双方の良さをどのように活

地域に根ざした教育で未来を築く。地域に根ざした教育で未来を築く。
ICTや幅広い経験を活かし、ICTや幅広い経験を活かし、
生徒の成長を支えたい！生徒の成長を支えたい！
山梨県郡内地域初の総合学科高校として、2004年に開校した山梨県立

富士北稜高等学校。朝夕刻々と変化する富士山を間近に眺める雄大な環境の
もと、生徒の主体的・探究的な学びを推進し、地域課題の解決に向けた学習に
力をいれています。一人ひとりの個性と能力を伸ばし、地域の未来を支える力
をいかに育てていくか。同校の建築デザイン系列で教鞭をとる森嶋真一先生
に、その取り組みや想いについて伺いました。

第103回

山梨県立富士北稜高等学校
総合学科 建築デザイン系列

森嶋 真一 先生

地域の支えのもと、
豊富な学びの機会を提供！

効率的かつ面白く！
生徒の興味を引き出す取り組み

座学×実習
ICT活用や本質的な学びを
深めることで生徒を育む「工業高校に比べて専門的に

学べる時間が限られているた
め、効率的に知識・技術を習
得できるよう工夫することが
大切。例えば、座学と実習を
織り交ぜたコンクリートの授
業なども展開しています」と
話す森嶋先生。「CAD実習で
は二人一組でのタイムアタッ
クにチャレンジするなど、系
列の先生方が協力して効率的
かつ楽しく学べる試みも。生
徒の興味を引き出し、自ずと
“建築好き”になれるような
取り組みを目指しています」
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かしてより良いものにしていくか、試行錯

誤をしながら進めているところです」。

　ときには教室を飛び出し、生徒ととも

に校内を巡りながら身近な題材を探すと

いったことも。そうしたときに大切にしてい

るのは、 “なぜ？”という問いを生徒に繰り

返し投げかけることだ。

「“なぜ建築基準法に則って面積などの計

算をするのか”といった基本的なことから、

“なぜあのような隣棟間隔なのか”、“な

ぜあの位置にエキスパンションジョイント

を設けているか”といった細かな部分まで、

“なぜ？”という問いを重ねることで本質

を突き詰め、根本的な理解を深められるよ

う促しています」。

　父が大工だったことから、ものづくりの

道に進んだ森嶋先生。教員となる以前に

は、基本設計や設備修繕・外壁修繕などの

仕事にも携わった。

「特に印象に残っているのは、畜舎の基本

設計の仕事。打合せに伺ったり記録を書

いたりと多忙な日々でしたが、大いに勉強

になり、基本設計も楽しかったです。恩師

からの“生徒に建築を教えてみないか”と

いう電話をきっかけに教員の道に進みま

したが、建築の仕事に携わった経験は今

も貴重な財産です。また教員として正規採

用されるまでにも、建築以外にインテリア

や機械、電気など、様々な分野の授業を担

当してきました。幅広く工業教育に携わっ

たことが、現在にも活きていると感じてい

ます」。

　教員生活を通して、卒業生たちとの再会

や保護者からの感謝の言葉に大きな喜び

を感じると話す森嶋先生。地域に貢献する

人材の輩出に向けて、今後の抱負を伺った。

「少子化による生徒数減少の影響もあり、

空き教室が多くなっています。それ自体

は大きな課題ではあるものの、そうした空

き教室を活用して、アクティブラーニング

ができる空間を作れないかと思案してい

るところです。可動式のデスクなどを用意

し、製図の練習や資格の勉強、あるいはグ

ループワークなど、生徒がやりたいこと・

必要なことに取り組めるマルチな場を設

けたいと思っています。今の生徒は幼い頃

からデジタルに慣れ、身の回りにパソコン

やタブレット、スマートフォンなどのツール

も充実しています。それは、自分たちでとこ

とん調べ、学びを深められる環境が常にあ

るということ。“探究心”をもって、好きなこ

とをとことん突き詰め、極めてほしいと思

います」。

　一人でも多くの建築好きを育てたい──

その想いを受けて育った生徒たちが、未

来の地域、未来の建築を支える存在となる

ことが期待される。

山梨県立富士北稜高等学校
総合学科 建築デザイン系列

森嶋 真一 先生

1995年に開園した“花とフルーツとワインの
公園”をテーマとする都市公園。敷地内にはひ
ときわ目を引く個性的な3つのドームが並びま
す。「20年以上前、学生時代に仲間と一緒に見
学に来た建物です。当時は卒業設計に関連し
て、この建物が掲載されている建築雑誌を持ち
ながら見学しました。大空間の構成や近未来
を予感させる建物に圧倒されたことを、今でも
鮮明に覚えています」と森嶋先生。

山
梨
県
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園

地元の建築物
コレ推

し！

近年の課題研究の中でも印象的な銀閣寺（東山慈照
寺）の模型。前任校（甲府工業高校建築科）での取り
組みですが「材料の拾い出し、調達や段取り、レー
ザーを使った加工などまで、すべて生徒の手でやり遂
げることができた課題研究作品です。これだけのもの
を作れるまで頑張ったこと、成長してくれたことが嬉
しかったです」

以前はホワイトボードを用いて行っていたグループワーク。「生徒それぞれのパソコンや
スマートフォンなど、デジタルに置き換わったことで情報共有やアイデアの整理・集約など
がよりスムーズになりました。ICTのメリットを活かし、より良いものにしていく狙いです」

探究心をもって好きなことを
極めてほしい！

先生から

みんなへ

メッセージ

〒403-0017　山梨県富士吉田市新西原1−23−1
　　　  http://www.hokuryoh.kai.ed.jp/WEB

山梨県立富士北稜高等学校

以前の様子 現在（パソコン端末やスマホで意見を共有）
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　経営者、株主、取引先などが、何らかの目的により企業の経
営状況を分析・評価することが「経営分析」です。経営分析は、
技術力、研究開発能力、経営者の資質、のれん、人材などの定
性的な企業評価を盛り込むことが必要ですが、決算書に表れ
る財務データによる分析（財務分析）が経営分析の中核となり
ます。
　財務分析は、決算書のデータの実数を、そのまま分析の対
象とする「実数分析」と、相互に関係するデータの割合を示す
比率によって分析する「比率分析」に区別できます。公共工事
の入札に当たり必要となる経営事項審査においても、ｘ2（規
模）、ｙ（経営状況）において財務データに基づく審査項目が合
計10項目（実数分析：ｘ2の２項目およびｙの２項目、比率分析：
ｙの６項目）設けられています。

　「資本」という単語は一般的に用いますが、会計上は使用され
る場面により多義的に用いられています。この連載では、資本を
企業に投下される“資金の流入源泉”としてとらえていきます。
　貸借対照表が、管理会計の視点からは勘定式が望ましいこ
とについては、第２回で述べました。勘定式の貸借対照表で
は、貸方（右）に負債および純資産が、借方（左）に資産が表示
されます。この勘定式貸借対照表から、企業がどのように資本

を調達したかを貸方から読み取ることができ、調達した資本を
どのように運用しているかを借方から読み取ることができます。
　貸方の調達源泉は、企業自らが調達し返済不要のものと他
者から一時的に調達し返済を要するものから構成されます。
返済不要の資本調達額を「自己資本」といい、返済を要する資
本調達額を「他人資本」といいます。会計上の区分で考えると、
他人資本が負債に、自己資本が純資産に該当し、他人資本と
自己資本を合計したものが資本の総調達額となるため、これ
を総資本といいます。

①自己資本比率

　自己資本比率は、総資本のうち自己資本が占める割合で
す。自己資本は、返済の必要がない資金投入額ですので、こ
の割合が高いと、企業の安定性が高く、中長期的に見て企
業が破綻する確率が低いと言えます。反対に、自己資本比
率が低いと、他人資本、つまり返済義務のある資金投入額
が多いことを表し、経営が他人資本の影響を受けやすい状
況となっており、企業の安定性に不安が生じていると判断で
きます。
　比率分析で用いられる比率は多岐にわたりますが、どれ

か１つに限定すると自己資本比率をあげる専門家も多く、自
己資本比率はたいへん重要な比率です。審査項目が随時
見直されている経営事項審査において、40年以上の長期に
わたって自己資本比率が採用されていることからも、自己
資本比率の重要性がうかがえます。
　以上のように、自己資本比率は企業の安定性や健全性を
測る指標です。自己資本比率が高いほど企業財務は良好な
状況と判断されますが、「借金も財産のうち」と言われるよう
に負債の存在は企業の信用力の表れだと見ることもでき
ます。このため、あまりに高すぎる自己資本比率は望ましく
ないと評価される場合もありますので、注意してください。
一般的には40％以上の自己資本比率を目指すべきと言わ
れます。
　第2回、第3回で記載した建設企業45,490社の平均値を
利用して算定した自己資本比率は次のとおりです。

②固定比率

　固定比率は、固定資産を自己資本で除した数値であり、
固定資産への投資が適正な範囲内かを判定する比率です。
土地や建物に代表される固定資産は、企業が長期的に利用
する資産であり、簡単に売却できるものではありません。ま
た売却できたとしても、それにより企業活動に大きな支障を

きたすことが考えられます。このため、これらの資産への投
資は、返済不要である自己資本の範囲内で行われる必要が
あり、その場合には固定比率が100％未満となります。
　しかし、固定資産への過剰な投資が行われると、その源
泉が自己資本の範囲を超えて、返済を必要とする他人資本
の一部が利用されることとなります。この場合の固定比率は
100％を超え、適正な投資とは言えない状況に陥り、返済資
金に窮して経営が破綻する恐れもあります。
　固定比率は100％未満か否かで固定資産への投資の適
正性を判断するもので、数値の高低を直接問題としている
わけではありません。しかし、適正な投資構造の範囲内で
あっても100％に近い数値であれば、不適切な状況に陥り
やすい状態にあるとは言えます。また、いわゆるペーパーカ
ンパニーは、この固定比率が極端に低くなります。固定比率
が30％～80％の範囲内にあれば、通常の企業が適正な固
定資産投資を行っていると言えるでしょう。
　なお、経営事項審査においては、固定比率の逆数（元の
数値から分母と分子を入れ替えた数値）である自己資本対
固定資産比率が審査項目として設定されています。

　第2回、第3回で記載した建設企業45,490社の平均値を
利用して算定した固定比率は次のとおりです。

１．実数分析と比率分析

２．資本の概念

前回までに、主たる決算書である貸借対照表と損益計算書について解説しました。これら決算
書の表す意味を踏まえながら、企業の状況を多角的に分析できるようにしていきます。今回は、
財務の健全性について考えていきます。

財務の健全性第4回

はじめに

今回は、財務の健全性を判断する代表的な２つの比率を見てきました。
企業が永続的に存続していくためには、この健全性を改善していくことが
最も重要になります。統計上の平均値などを参考にしながら、自社の経営
基盤強化に努めてください。

おわりに

図1

図2

図3

図4

図1

３．健全性を分析するための比率

図2

図3 図4

固定比率 ＝
自己資本

固定資産

自己資本対
固定資産比率 ＝

自己資本

固定資産

自己資本比率 ＝
総資本

自己資本

固定比率 54.1％
145,222千円

268,243千円
＝ ＝

自己資本
比率 53.2％

268,243千円

503,994千円
＝ ＝

貸借対照表 貸借対照表

資
金
の
運
用
形
態

資
金
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調
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泉

現金
建物
土地
など

借入金
など

資本金
など

負債

純資産

他人資本

総資本

自己資本

資産
他人資本

総資本

自己資本

資産

貸借対照表

他人資本

自己資本

流動資産

固定資産

貸借対照表

他人資本

自己資本

流動資産

固定資産

会計わかりやすい経 営 者 のための 会計わかりやすい経 営 者 のための

一般財団法人 建設産業経理研究機構
常任理事 土井 直樹
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営状況を分析・評価することが「経営分析」です。経営分析は、
技術力、研究開発能力、経営者の資質、のれん、人材などの定
性的な企業評価を盛り込むことが必要ですが、決算書に表れ
る財務データによる分析（財務分析）が経営分析の中核となり
ます。
　財務分析は、決算書のデータの実数を、そのまま分析の対
象とする「実数分析」と、相互に関係するデータの割合を示す
比率によって分析する「比率分析」に区別できます。公共工事
の入札に当たり必要となる経営事項審査においても、ｘ2（規
模）、ｙ（経営状況）において財務データに基づく審査項目が合
計10項目（実数分析：ｘ2の２項目およびｙの２項目、比率分析：
ｙの６項目）設けられています。

　「資本」という単語は一般的に用いますが、会計上は使用され
る場面により多義的に用いられています。この連載では、資本を
企業に投下される“資金の流入源泉”としてとらえていきます。
　貸借対照表が、管理会計の視点からは勘定式が望ましいこ
とについては、第２回で述べました。勘定式の貸借対照表で
は、貸方（右）に負債および純資産が、借方（左）に資産が表示
されます。この勘定式貸借対照表から、企業がどのように資本

を調達したかを貸方から読み取ることができ、調達した資本を
どのように運用しているかを借方から読み取ることができます。
　貸方の調達源泉は、企業自らが調達し返済不要のものと他
者から一時的に調達し返済を要するものから構成されます。
返済不要の資本調達額を「自己資本」といい、返済を要する資
本調達額を「他人資本」といいます。会計上の区分で考えると、
他人資本が負債に、自己資本が純資産に該当し、他人資本と
自己資本を合計したものが資本の総調達額となるため、これ
を総資本といいます。

①自己資本比率

　自己資本比率は、総資本のうち自己資本が占める割合で
す。自己資本は、返済の必要がない資金投入額ですので、こ
の割合が高いと、企業の安定性が高く、中長期的に見て企
業が破綻する確率が低いと言えます。反対に、自己資本比
率が低いと、他人資本、つまり返済義務のある資金投入額
が多いことを表し、経営が他人資本の影響を受けやすい状
況となっており、企業の安定性に不安が生じていると判断で
きます。
　比率分析で用いられる比率は多岐にわたりますが、どれ

か１つに限定すると自己資本比率をあげる専門家も多く、自
己資本比率はたいへん重要な比率です。審査項目が随時
見直されている経営事項審査において、40年以上の長期に
わたって自己資本比率が採用されていることからも、自己
資本比率の重要性がうかがえます。
　以上のように、自己資本比率は企業の安定性や健全性を
測る指標です。自己資本比率が高いほど企業財務は良好な
状況と判断されますが、「借金も財産のうち」と言われるよう
に負債の存在は企業の信用力の表れだと見ることもでき
ます。このため、あまりに高すぎる自己資本比率は望ましく
ないと評価される場合もありますので、注意してください。
一般的には40％以上の自己資本比率を目指すべきと言わ
れます。
　第2回、第3回で記載した建設企業45,490社の平均値を
利用して算定した自己資本比率は次のとおりです。

②固定比率

　固定比率は、固定資産を自己資本で除した数値であり、
固定資産への投資が適正な範囲内かを判定する比率です。
土地や建物に代表される固定資産は、企業が長期的に利用
する資産であり、簡単に売却できるものではありません。ま
た売却できたとしても、それにより企業活動に大きな支障を

きたすことが考えられます。このため、これらの資産への投
資は、返済不要である自己資本の範囲内で行われる必要が
あり、その場合には固定比率が100％未満となります。
　しかし、固定資産への過剰な投資が行われると、その源
泉が自己資本の範囲を超えて、返済を必要とする他人資本
の一部が利用されることとなります。この場合の固定比率は
100％を超え、適正な投資とは言えない状況に陥り、返済資
金に窮して経営が破綻する恐れもあります。
　固定比率は100％未満か否かで固定資産への投資の適
正性を判断するもので、数値の高低を直接問題としている
わけではありません。しかし、適正な投資構造の範囲内で
あっても100％に近い数値であれば、不適切な状況に陥り
やすい状態にあるとは言えます。また、いわゆるペーパーカ
ンパニーは、この固定比率が極端に低くなります。固定比率
が30％～80％の範囲内にあれば、通常の企業が適正な固
定資産投資を行っていると言えるでしょう。
　なお、経営事項審査においては、固定比率の逆数（元の
数値から分母と分子を入れ替えた数値）である自己資本対
固定資産比率が審査項目として設定されています。

　第2回、第3回で記載した建設企業45,490社の平均値を
利用して算定した固定比率は次のとおりです。

１．実数分析と比率分析

２．資本の概念

前回までに、主たる決算書である貸借対照表と損益計算書について解説しました。これら決算
書の表す意味を踏まえながら、企業の状況を多角的に分析できるようにしていきます。今回は、
財務の健全性について考えていきます。

財務の健全性第4回

はじめに

今回は、財務の健全性を判断する代表的な２つの比率を見てきました。
企業が永続的に存続していくためには、この健全性を改善していくことが
最も重要になります。統計上の平均値などを参考にしながら、自社の経営
基盤強化に努めてください。

おわりに
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３．健全性を分析するための比率
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一般財団法人 建設産業経理研究機構
常任理事 土井 直樹



を活用しよう!

お役立ち連載

CCUS現場貼付ステッカーは、現場で働く皆さんはもちろん、一般の方々にも「CCUSって何？」、「就業履歴？」
といったところから、建設業へ関心を持ち、理解を深めていただくことを
意図しています。
一般公募により、選定したステッカーデザインは14作品。すでにダウン
ロード用のページをCCUSのホームページにご用意しましたので、お使
いいただいている事業者様もいらっしゃると思いますが、ステッカーと
して仮囲い等に貼付するだけでなく、様々な形態でご活用いただき、少
しでもイメージアップに貢献できれば幸いです。

こんな使い方はいかがでしょうか？
王道に、ステッカーを作成

現場の囲い、事務所に貼る！ CCUS活用をアピール！

立て看板を作成

のぼりを作成

設置場所を取らないので住宅建築現場におすすめ！

クリアファイルを作成

－ステッカーデザインは14種類－
CCUS現場貼付ステッカーでイメージアップ！

現場貼付ステッカーデザインのダウンロードは、CCUSホームページ又はこちらから

PDF PDF PDF PDF

PDF PDF PDF PDF PDF

CCUS

PDF PDF PDF PDF PDF

 e-mail info-ccus@kensetsu-kikin.or.jp

この現場は、
ＣＣＵＳで
就業履歴を
蓄積しています。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

登
録
技
能
者
が

施
工
し
て
い
ま
す
。

ノベルティや事務所内で活用！

建設業しんこう　2024 July / August16



●一般財団法人建設業振興基金の「建築・設備施工管理CPD制度」は、平成26年6月12日の制度運営スタートから
10年が経ちました。

●当初、建築施工管理関係のCPD制度として始まり、平成30年には設備分野（電気工事、管工事の施工管理）を
加えて再スタートし、参加者数は順調に増え続けて現在は2万人を超えています。多くの皆様にご活用いただき、
お礼を申し上げます。

●今後も制度を適切に運営してまいりますので、ひきつづきご活用いただきますよう、お願い申し上げます。

において、

CPDが評価対象とされています！

　建設業振興基金の「建築・設備施工管理CPD制度」のスタートから
10年が経ちました。制度の立ち上げ時から関わっていますが、この
10年の間に、建設業法に「必要な知識及び技術の向上に努める」旨が
書かれ、経営事項審査の審査項目にCPDが加わるなど、CPDを取り巻
く状況にも大きな変化がありました。参加者数は順調に増え続けて
２万人を超えるまでになりましたが、これは技術力の維持・向上のため
の継続教育の重要性の理解が業界内で進んでいることの現れでしょう。
　建設の現場で適切な施工管理を行うためには、品質管理、安全管理、
工程管理などの幅広い分野に関する知識が求められますが、法律など
の制度、工法などの技術は日々変化しています。このため、新しい知識
や技術を身につけていくための継続的な教育が必要とされ、この時間
を見える化したCPD制度は、技術者育成のための強力な支援ツールと
言えます。
　建築・設備の施工管理に携わる皆様におかれてはCPD制度を活用し
た継続教育に取り組まれること、建設業振興基金におかれては今後も
制度を適切に運営してひきつづき業界の発展に貢献されることを期待
し、私からの応援メッセージといたします。

制度への応援メッセージ

東洋大学 理工学部 建築学科 教授
建築・設備施工管理CPD制度

運営委員会委員長

浦江 真人 氏

［Continuing Professional Development］
●認定された講習会（認定プログラム）を受講することで、
自己研鑽した時間を単位として「見える化」する制度です。
●この単位を継続して蓄積していくことで、客観的な学習
履歴を残していく仕組みです。

CPDとは？

これまでの主な経緯

会員登録、単位取得方法など
CPD制度ご活用のお問い合わせ

H26.6.12

一般財団法人 建設業振興基金
試験管理・講習部（CPD窓口）
https://www.fcip-cpd.jp/

制度運営開始「建築施工管理CPD制度」

H28.4 場所や時間を問わない
「認定教材」プログラムが開始

H30.4.10 設備分野を加え「建築・設備施工管理
CPD制度」として再スタート

R2.9 会員数が１万人を突破

R4.8 会員数が２万人を突破

R6.6.12 制度運営開始から10周年

ききんのＣＰＤ 検 索

H26年度

25,000
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15,000
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5,000

0

（人）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

参加会員数（各年度末時点）

経営事項審査の
評価対象となる

設備分野を加えて
再スタート

建設業振興基金のCPD制度は、
おかげさまで10周年！

23,788
一部の公共工事の入札
(総合評価落札方式）

経営事項審査
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真武 聡 さん

株式会社川口建設

福岡県出身

さん

　「毎朝のルーティンは、1日の仕事の流れをシミュレーションする
こと。その日の段取りや職人の動きを考え、必要な道具は前もって現場
に用意しておいたりすることでタイムロスがなくなり、仕事全体がス
ムーズに運ぶようになります」。そう話すのは、株式会社川口建設で型
枠工事の職長を務める真武聡さん。集合住宅や病院など、様々な大規
模建設工事に携わってきた経験を活かし、第一線で活躍している型枠
大工だ。
　数ある現場の中で今でも印象深いのは、半円形の建物形状を特徴と
する図書館の建設工事だ。「それまで経験したことのない特殊な形状の
建物で、試行錯誤しながら進めた思い出があります。まだ職長ではな
かった頃で、同期といっしょに現場監督に何度も質問したり、周りの皆
さんから沢山教えていただいたり…大変だった分、非常に学びも多い
現場でした」と当時を振り返る。職長となって以後に心がけているのは、
そうした現場で得た学びを次の現場で実践することだ。「梁掛け作業や
細かな仕事の手順など、同じような建物の現場であっても手がける人
によってそれぞれのやり方があります。より効率的かつ正確にできるや
り方があればそれを学び取り、次の現場などで積極的に取り入れるよ
うにしています」。現場作業だけでなく、書類作成も重要な役割となる職
長。「安全ミーティング報告書やクレーン作業計画書など、日常的に
様々な書類の作成が必要ですが、最近はIoTの導入やデジタル化が進
んだことでスマートフォンなどでも入力できるなど、以前に比べてずい

ぶんと楽になりました」と、業界の進化を実感するとともに、日々の仕事
をスムーズに遂行している。
　工業高校での職業体験をきっかけに、型枠大工の道へと進んだ真武
さん。「入職して大変だったのは、専門用語や材料の名称などを習得す
ること。覚えることが多すぎて、寝言でも言っていたほどです（笑）。また、
日常的に図面や数字と向き合うため、慣れるまでは苦労しました。くじ
けそうになったことは何度もありましたが、その度に上司や先輩、同僚
の支えが大きな力になりました。川口建設の一番の魅力は、みんなの
人柄の良さだと思っています」と笑顔を見せる。
　今では「時間が経つのを忘れるほど楽しい」と言うほど、型枠大工と
いう仕事の魅力を噛みしめている。「何よりも、自分が手がけてきたも
のが形になった瞬間が一番の喜び。組み上げた型枠を見るたびに、大
きなやりがいを感じています。また、建設業の現場というと職人がずっと
動き続けているイメージが強いかと思いますが、疲れは安全面にも直
結するため、休みはしっかりと取るよう心がけています。しっかりと働き、
しっかりと休めるということも、建設業の魅力の一つではないでしょう
か」。職長として若手を率い、その指導にもあたる立場となった。「後輩
たちがいろいろなことを覚え、技術を上げていくなど、日々成長してい
く様子を見るのも楽しみです。私も彼らに負けないよう、これからも経
験したことのないような建物や工法にチャレンジしていきたいです」と
語り、未来へのさらなる意欲を見せてくれた。

ま た け さとし

「時間が経つのを忘れるほど楽しい！」力強い技術と想いで建物を手がける型枠大工。

グレートジョブ

株式会社川口建設
常務取締役
管理部長

　弊社の建設人材育成の取組みをご評価いただき、優秀賞を賜りましたことに心より御礼申し上げ
ます。
　大学との産学連携協力による遠隔教材の制作は、建築の構造と材料、技術に焦点を当てて、建築物
が設計から竣工までどのようなプロセスを経て、実際に建設されていくのか、普段はなかなか知る
ことの少ない全貌を紹介することができると考えています。
　授業で使用することにより建築に一層の興味を持ってもらい、次代の建設業を担う人材の育成に
協力していきたいと考えています。城後 裕之 氏 建設人材育成優良企業表彰『優秀賞』を受賞

使い方様 ！々
ステッカー
14種類
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建設の最前線へ！
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